
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【長野県】 

学校名【長野市立三本柳小学校】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

（学 年 ･人 数） 

５学年 120名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（総合的な学習の時間） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

 

４ 目 標  

 （ねらい） 

パラアスリ－トの方々との交流、パラスポーツ体験やパラリン

ピック観戦をすることを通して一校一国運動（国際理解教育）を

推進する。 

 

５ 取組内容 【通年】 

〇アイムポッシブルによる学習 

『ゴールボールをやってみよう』 

『パラリンピアンが学校に来るとしたら』 

『公平について考えよう』 

 

【９月】 

〇陸上短距離種目パラアスリート大島健吾選手の講演会及び義

足体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



【９月】 

〇ボッチャ、車いすバスケットボール、フロアホッケー体験 

学級及び親子レクでボッチャ、車いすバスケットボール、フロ

アホッケー体験を実施 

 
 

【１月】 

〇車いすマラソン・車いすバスケアスリート金児知哉選手の講演

会及び車いすマラソン、車いすバスケの体験 

 

 

 

 

 

 

 

【３月】 臨時休業のため中止 

〇ルダシングワ真美さんとの交流予定 

（ルワンダ在住で東京パラリンピック車いすマラソン出場を

目指しているルダシングワ・ガテラさんについての講演） 

 

６ 主な成果 

 

〇パラリンピック競技やパラアスリートへの興味と理解が進ん

だ。 

〇ボッチャの楽しさを特別支援学級や他学年の友だちに伝えた。 

〇親子レクでボッチャなどの体験を行ったことで、保護者の関心

も高まった。 

 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

〇長野オリンピックから続けている一校一国運動（国際理解教

育）の発展として学習を進めた。 

〇ルワンダ在住で東京パラリンピック車いすマラソン出場を目

指しているルダシングワ・ガテラ、真美さんとの交流を継続し

ていくことでルワンダ大虐殺などから学ぶ人権教育を進める。 

 

８ 主な課題等 〇パラアスリート講演会、体験会では長野県障がい者スポーツ協

会や LIXIL の協力によって実施できた。協力団体がないとこの

ような機会を得ることは難しい。 

 

９ 来年度以降

の実施予定 

〇車いすバスケットアスリートとの交流を行う。 

〇ルダシングワ・ガテラ、真美さんとの交流を継続する。 

〇東京修学旅行において東京パラリンピック車いすバスケット

観戦を予定している。 

 

 


